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抄録：本学学生を対象に、食品添加物に対する意識や実態についてのアンケート調査を行った。その結果、

学生の食への関心は高いが食品添加物に対する関心は極めて低いことが明らかとなった。平成 8 年度に行わ

れた調査と比較して、食品添加物について否定的または問題意識を持って対応している人が大幅に減少し、

食品添加物に対する学生の関心はより低くなった。意識向上の支援として、パンプレットを作成し配布した。

今回のパンフレットは学生が食品添加物に対する意識を高めることに有効であった。今後家庭科教育におけ

る食品添加物の教育の充実や、消費者が理解しやすいような品質表示の改良を期待したい。 

 

キーワード：食品添加物、大学生、加工食品 

Ⅰ．はじめに 

近年、加工食品の普及が急速に進んでおり、コンビニやスーパーには既製品が溢れ、誰もが欲しいときに欲し

いものを安く手に入れることができる。食生活の中で私たちが手軽さ、安さ、便利さを実感することができてい

るのは、それぞれの目的や用途に合わせて食品添加物が使われているからである。 

しかし、マスメディアから食品添加物の善し悪しに関する偏った意見や、間違った情報が数多く出回っている

ことや、食品添加物の多量摂取がもたらす相乗効果など、安全性について不明な点が多いことで、不安を抱いて

いる人も少なくない 1)。 

しかし、本学において平成 8年に行われた食品添加物に対する意識・態度の調査により、学生の食品添加物に

対する関心は極めて低いことが明らかとなった 2)。本学学生は教員志望者が多く、一人の消費者としてだけでな

く、教育者としても食の安全性についての理解を深め、より良い食生活を築いていくことが求められる。 

そこで、本研究では平成 8 年の調査をもとに、本学学生を対象に食品添加物に対する意識・実態についての調

査を行った。また、2つの調査の結果を比較することで、学生の安全性への意識の変化についても考察した。そ

の結果に基づき、学生の食品添加物に対する理解を深める支援としてパンフレットを作成し、配布した。 

Ⅱ．アンケート調査の概要 

1．調査時期・調査対象者・調査方法 

意識・実態の調査は、平成 23 年 11 月に実施し

た。本学学部生を対象に自記式質問紙による集合

法にて行った。配布数274人、有効回収率は99.3％

表1．回答者の性別と居住形態 人(％)

自宅 一人暮らし 寮 その他 合計

29 22 66 2 119

(10.7) (8.1) (24.3) (0.7) (43.8)

54 51 47 1 153

(19.9) (18.8) (17.3) (0.4) (56.3)

83 73 113 3 272

(30.5) (26.8) (41.5) (1.1) (100)

男性

女性

合計
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（272 人、そのうち男性 119 人、女性 153 人）であった。回答者の所属専攻は全専攻にまたがり、ほぼ偏りはな

い。また、回答者の居住形態を表 1、居住形態別にみる調理頻度を表 2に示す。 

表2．居住形態にみる調理頻度 人(％)

自宅 一人暮らし 寮 その他 全体

2 23 1 1 27

(0.7) (8.5) (0.4) (0.4) (9.9)

4 23 7 0 34

(1.5) (8.5) (2.6) (0.0) (12.5)

15 17 43 0 75

(5.5) (6.3) (15.8) (0.0) (27.6)

18 2 19 0 39

(6.6) (0.7) (7.0) (0.0) (14.3)

44 8 43 2 97

(16.2) (2.9) (15.8) (0.7) (35.7)

83 73 113 3 272

(30.5) (26.8) (41.5) (1.1) (100)

ほぼ毎日

週3～4日

週1～2日

月1～2回

ほとんど作らない

合計

 

2．調査内容 

質問内容は「調理状況」「食品に

対する態度」「食生活に関する意識」

「食品添加物に関する知識」「食生

活の実態」等である。「食品添加物

に関する知識」において、食品添加

物の認知度をはかる問題を設けた。

コンビニエンスストアで販売され

ているサンドウィッチに入ってい

る食品添加物の表示名を4つ挙げ、その目的と物質名についてそれぞれ正しいと思うものを線で結ぶよう求めた。

記載した品質表示の内容や問題は図 1、図 2に示す。 

アンケートの作成において、平成 8年度の成瀬明子・中西洋子による「教員養成課程在学生の食品添加物に対

する意識・態度」2)や安部司著の「食品の裏側」3)徳野貞雄著の「農村の幸せ、都会の幸せ 家族・食・暮らし」

4)を参考にした。集計方法は、統計解析ソフト SPSS 15.0J for Windows を用いて、単純集計及びクロス集計によ

るχ2検定(有意水準は 5％に設定)、主成分分析等を行った。 

Ⅲ．アンケート調査の結果と考察 

1．食への関心 

「食に興味・関心がある」という

項目に対して「かなりあてはまる」

から「全くあてはまらない」まで

の 5 段階で回答を求めた結果を表

3に示す。「かなりあてはまる」「や

やあてはまる」と回答した学生が

81.6％であったことから、本学学

図1．品質表示

図2．表示名・目的・物質名についての問題

表3．食に興味・関心がある 人(％)

かなり やや どちらとも あまりあて 全くあて

あてはまる あてはまる いえない はまらない はまらない

26 63 13 12 5 119

(21.8) (52.9) (10.9) (10.1) (4.2) (100)

54 79 10 7 3 153

(35.3) (51.6) (6.5) (4.6) (2.0) (100)

80 142 23 19 8 272

(29.4) (52.2) (8.5) (7.0) (2.9) (100)

男性

女性

合計

合計
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生の食への関心は比較的に高いといえる。また、男性より女性の方がより関心が高いことも明らかとなった。 

 

2．食生活への意識の実態 

自分の考えに最も近いものを 4項目から１つ回答させた結果を表 4

に示す。項目については、徳野貞雄監修の平成 15 年度「福岡市民の

食生活に関するアンケート」を参考にし、学生の実態にあわせて若干

変更して用いた 4)。 最も当てはまる考え方として「健康や食の安全

性を守るために食生活に注意しているし、多少高くても有機野菜や添

加物の少ないものを買うようにしている」の項目を選択した人を「積

極型消費者」、「食べることは楽しみであり、おいしいものが食べられ

ればお金を惜しまず使う。健康や安全性のことは特に気にしていな

い」の項目を選択した人を「楽観型消費者」、「日々忙しくて食のこと

は大事だと思うが、安くおいしいものが食べられれば満足」の項目を

選択した人を「分裂型消費者」、「食べることにお金を

かけたくないし、健康や安全性のことは特に気にして

いない」の項目を選択した人を「無関心型消費者」と

した（図 3）。4) 

その結果、「分裂型消費者」が 57.4％と最も多く、

本学学生には食の安全について大事であるとは分かっ

ていても、行動に移すことができない学生が多いことが明らかとなった。しかし、次いで「楽観型消費者」が 20.6％

と多いことから、食の安全性についての認識が浅い人も少なくない。「無関心型消費者」のうち、女性より男性

の割合が高かった以外に性別間にはほぼ有意な差はみられなかった。 

 
3．食品添加物に関する知識と食生活への意識のクロス集計 

食生活の分類と、図 1、図 2 に示す

食品添加物に関する知識とをクロス

集計した結果を表 5 に示す。表示名

と目的が一致した人数、物質名と目

的が一致した人数について、どちら

も4問全問正解した人の人数を示す。 

「表示名と目的の一致」では、「積極型消費者」「楽観型消費者」「分裂型消費者」の回答率がほぼ 100％に近か

った。「無関心型消費者」においても約 93％と高い回答率であったが、他の分類と比較するとわずかに低い結果

となった。 

 「物質名と目的の一致」では、「積極型消費者」が最も高く約 69％であった。次いで、「分裂型消費者」が約

68％であったことから、食の安全性に関心がある人の方が食品添加物についての知識があることがわかった。反

対に「楽観型消費者」が最も低い回答率で約 55％であり、「無関心型消費者」の約 57％とは大きな差はなかった

ことからも、食の安全性に関心が低い人の方が食品添加物についての知識が少ないといえる。 

 

表4．調査対象者の食生活の分類 人(%)

積極型消費者 20 (16.8) 33 (21.6) 53 (19.5)

楽観型消費者 26 (21.8) 30 (19.6) 56 (20.6)

分裂型消費者 67 (56.3) 89 (58.2) 156 (57.4)

無関心型消費者 6 (5.0) 1 (0.7) 7 (2.6)

合計 119 (100) 153 (100) 272 (100)

　　　　男性 　　　女性 　　　　合計

表5．食生活の分類と食品添加物に関する知識とのクロス集計 人(％)

積極型 楽観型 分裂型 無関心型 合計

消費者 消費者 消費者 消費者

(n=52) (n=54) (n=155) (n=7) (n=268)

51 52.5 152.5 6.5 262.5

(98.1) (97.2) (98.4) (92.9) (97.9)

36 29.5 106 4 175.5

(69.2) (54.6) (68.4) (57.1) (65.5)

表示名と目的の一致

物質名と目的の一致

図3．　食生活への意識の分類



148 京都教育大学教育実践研究紀要 第 13 号 

4．食品を購入する際に重視するもの 

「食品を購入する際に重視するもの」について複数回答で求めた結果を表 6に示す。最も多いのは「価格」で

86.0％であった。次いで、「おいしさ」が 42.8％、「賞味期限」が 44.9％であった。安倍司著の『食品の裏側』

では、一般に主婦は価格を重視する傾向にあると指摘している 3）。今回の調査においても、「価格」を重視する

ものが全体の約9割を占める結果となり、学生においてもなるべく安い食品を購入したいという態度がみられた。 

最も少ないのは「その他」1.5％、次いで「生産者」

が 1.8％、「安全性」が 21.0％であった。食品を購入す

る際に「安全性」を重視している学生が少なく、あま

り意識されていないことがわかった。このことから、

今回のアンケートでは食品の安全性に対する大学生の

意識は薄いと思われた。 

また、性別間で有意な差が認められたものは、「価格」、

「見た目」「賞味期限」であり、どれも女性の方が高か

った。特に有意な差がみられたのは、「栄養・カロリー」

の男性が 17.6％に対して女性が 43.8％と、「原産地」

の男性が 10.1％に対して女性が 28.1％であった。つまり、食品を購入する際には、女性は男性に比べて特に食

品の栄養価やカロリー、原産地を重視しており、男性は女性に比べて特においしさを重視していることがわかっ

た。また、女性は男性よ

り安いものを買いたいと

いう気持ちが強いことが

わかった。これは、男性

よりも女性の方が調理頻

度が高いことが考えられ

る。 

 
5．品質表示への態度 

「加工食品を購入する

際に品質表示を見るか」

という項目に対して「見

ない」「時々見る」「必ず

見る」の 3 段階で回答を

求めた結果を図 4 に示す。

最も多いのは「時々見る」

で全体の約 53％であった。

次いで「見ない」が全体

の約 32％であった。最も

少ないのは「必ず見る」

で全体の約 16％であった。

表6．食品を購入する際に重視するもの 人(％)

価格
*

96 (80.7) 138 (90.2) 234 (86.0)

見た目
* 24 (20.2) 57 (37.3) 81 (29.8)

おいしさ 62 (52.1) 69 (45.1) 131 (48.2)

栄養・カロリー
**

21 (17.6) 67 (43.8) 88 (32.4)

体に良い 25 (21.0) 36 (23.5) 61 (22.4)

安全性 22 (18.5) 35 (22.9) 57 (21.0)

賞味期限
*

42 (35.3) 80 (52.3) 122 (44.9)

生産者 2 (1.7) 3 (2.0) 5 (1.8)

原産地
**

12 (10.1) 43 (28.1) 55 (20.2)

その他 3 (2.5) 1 (0.7) 4 (1.5)

有意差検定(x
2
検定)　*p＜0.05　 **p＜0.001 複数回答可

男性 女性 全体

(n=119) (n=153) (n=272)

図4．品質表示に対する態度(平成23年度)

図5．品質表示に対する態度(平成8年度)
2)

5.0 

26.8

13.1

72.7

59.8

67.9

22.3

13.4

19.0 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

全体

見ない 時々見る 必ず見る

n=221

n=82

n=139

26.8

37.8

31.6

53.6

51.3

52.6

19.6

10.9

15.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

全体

見ない 時々見る 必ず見る

n=265

n=117

n=148
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品質表示には個々の食品についての情報が記載されているが、購入するたびに品質表示を毎回確認する人は少な

いことがわかった。また、「必ず見る」人は男性の約 11％に対して女性は約 20％、「見ない」人は男性の約 38％

に対して女性では約 27％であることから、女性の方が品質表示への関心が高いことがわかった。 

 平成 8 年度の成瀬・中西による調査の結果 2)について図 5 に示す。比較すると、「必ず見る」人が 19％から約

16％とわずかに減り、「時々見る」人の全体の割合が 68％から 53％と大幅に低くなった。「見ない」人の全体の

割合が約 3倍と大幅に高くなり、全体的に品質表示を見る人は少なくなっており、品質表示への関心が平成 8 年

度からさらに低くなったことがわかった。 

 性別で比較すると、男性では「必ず見る」「時々見る」人が減り、「見ない」人の割合が約 27％から約 38％と

大幅に高くなった。このことからも、男性の品質表示に対する関心がより低くなったといえる。女性では、「見

ない」人の割合が 5％から約 27％と大幅に高くなり、最も大きな変化がみられた。「時々見る」人は約 73％から

約 54％と大幅に減り、「必ず見る」人がわずかに減り、特に女性の品質表示に対する関心が低下したことがわか

った。しかし、今回の調査対象者に普段から食品を購入する機会が少ない学生寮に住む学生が多かったことも一

因とも考えられる。また、成瀬・中西の調査では、総じて女子に比べて男子の方が関心が低く有意差がみられた

が、今回の調査では有意な差はみられなかった。 

さらに、「見ない」と回答した者にのみが回答した「品質表示を見ない理由」については、「興味がない」が 75.6％、

「分かりづらい」が 16.3％、「知らなかった」が 8.1％、「その他」が 4.7％であった。 
 
6．食品添加物入りの食品へ

の態度 

「食品を購入する際に食

品添加物が入っている食品

についてどのように対応す

るか」という項目に対して

「食べない」「添加物の少な

いものを選ぶ」「気にしない

で食べる」の 3段階で回答

を求めた結果を図 6 に示す。

最も多いのは「気にしない

で食べる」で全体の約 62％

であった。次いで、「少ない

ものを選ぶ」が全体の約

37％であり、「少ないものを

選ぶ」人が男性に約 31％い

るのに対して女性は約 43％

であった。女性の方が食品

添加物に対して否定的な態

度の人が多いといえる。ま

た、「気にしないで食べる」

*

*
 p＜0.05

図6．食品添加物入り食品に対する態度(平成23年度)

有意差検定(x
2
検定)

図7．食品添加物入り食品に対する態度(平成8年度)
2)
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n=265

n=117

n=148



150 京都教育大学教育実践研究紀要 第 13 号 

人が男性の約 67％、女性の約 57％であることからも、同様のことがいえる。 

 平成 8 年度の成瀬・中西による調査 2)については図 7 に示す。比較すると、「食べない」人の割合が約 32％で

あったのに対して約 1％になり、「気にしないで食べる」人が最も少なく約 16％であったのに対して、今回の調

査では約 62％になり、約 4倍に増えた。また、「少ないものを選ぶ」人の割合が約 52％から約 37％と低くなった。

これらのことから、以前に比べ食品添加物に対して肯定的に対応している学生が大幅に増加し、食品添加物を否

定的または問題意識を持って対応している学生が大幅に減少したといえる。 

性別で比較すると、男性では「食べない」人の割合が約 34％から約 3％と大幅に低下した。また、「気にしな

いで食べる」人の割合が約 16％から約 67％と高くなった。男性の食品添加物に対する意識がさらに低くなった

といえる。女性では、「食べない」人の割合が約 31％から 0％に低下し、「気にしないで食べる」人が約 12％から

約 57％と高くなった。女性の食品添加物に対する意識の低下が顕著である。男性より女性の方が食品添加物に対

して否定的に対応している人が多いことについては、前回の調査と同じである。また、成瀬・中西の調査では、

男女間に p＜0.05 の有意差があった。今回も同様に有意差が認められた。 

今回食品添加物が入っていない食品を「食べない」「少ないものを選ぶ」と回答した人数が大幅に減少した要

因として、消費者の外食や中食の利用の増加が挙げられる。女性の社会進出や単身世帯の増加などから、外食や

調理食品、弁当、総菜といった中食を利用する簡便化志向の高まりや外食化が進行しており、食品消費支出に占

める外食・中食の支出割合といった食の外部化率は増加傾向をたどっている８)９)。これらのような社会的な背景

を一因として、大学生の加工食品や食品添加物に対する抵抗や否定的な感情が薄れてきたことも考えられる。 

 

7．まとめ 

以上のことから 3点のことが明らかとなった。 

1.本学学生の食の安全に対する意識は高く食への関心が高いが、 意識が行動へ反映していない学生が約 6 割

いることである。また、男性の方が食の安全性について無関心な学生がより多かった。 

2.食への関心が高い学生は、食品添加物に関しても知識がある一方、 関心が低い学生は食品添加物に関する

知識が比較的に少なく、二極化していた。 

3.多くの学生が価格を重視し、食品添加物に対して肯定的に対応していたことから、食品添加物を否定的また

は問題意識を持って対応している学生が大幅に減少した。 

Ⅳ．パンフレット配布による食品添加物への意識向上の支援 

アンケート調査の結果、男女ともに食品添加物に対する関心が低いことが明らかとなったことから、本研究で

は食品添加物についてのパンフレットを作成し配布することで、大学生の食品添加物に対する意識や態度を向上

できるよう支援することとした。 

1．内容 

内容はできるだけ簡単なものとし、まずは大学生が食品添加物に対して興味を持てるようにした。また、食品

添加物の善し悪しについて、個人的で偏った意見や間違った情報を伝えるのではなく、中立的な立場で食品添加

物のメリット・デメリットを伝えることにより、学生自身がこれから食品添加物とどのように向き合っていくの

かを考えられるようにした。 

パンフレットに記載した内容は、「食品添加物とコストとの関係」「食品添加物の一括表示」「食品添加物の安
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全性」「食品添加物のメリット」「食品添加物と付き合うポイント」の 5項目であり、表 7に示す。主に安部司著

の「食品の裏側」3)の他、食品安全委員会のホームページ 5）、日本食品添加物協会が発行する「もっと知ってほ

しい食品添加物のあれこれ」パンフレット 6)、中学校家庭科の教科書 7)を参考にした。 

 

2．アンケート調査 

パンフレット配布による大学生の食品添加物への意識や態度の変化を把握するため、アンケート調査を行った。 

（1）調査内容・方法 

授業などで一部の時間を貰い、パンフレットと同時に配布し、その場で記入を求め回収した。質問項目は「性

別」「年齢」「パンフレット配布後の食品添加物に対する興味の変化」「パンフレット配布後の食品添加物に対す

る意識の変化」「印象に残った内容」「感想・意見等」であった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表7．パンフレットの記載内容

記載内容

1
食品添加物とコストとの

関係

食品添加物で調味料をつくることができることや、食品添加物で代替することで大幅にコストを抑

えることができることを紹介し、同じ食品でも高いものと安いものがある理由について理解できるよ

うにした。

2 食品添加物の一括表示

コンビニのおにぎりに貼られている2種類のラベルを提示することで、製造者や販売者によって食
品添加物の含量が違うことを紹介した。また、一括表示により実際に食品添加物が含まれる量は

消費者には分からないこと
5)
も紹介した。

3 食品添加物の安全性

日本食品添加物協会から発行されているパンフレット
6)
から内容を引用し、安全性を確認する為の

方法や安全性が守られた上で使用されていることについて紹介した。また、中学校家庭科の教科

書
7)
からも内容を引用することで、食品添加物に対して中立的であり説得力がある意見を大学生

に伝えることを意図した。

4 食品添加物のメリット
食品添加物を使用できるからこそ、「安さ」「手軽さ」「便利さ」を実現することができ、食品添加物
の恩恵を受けて私たちは生活しているという自覚を持てるようにした。

5
食品添加物と付き合う

ポイント

「裏のラベルをよく見て買う」「なるべく手づくりをする」「素朴な疑問を持つこと」という食品添加物と
向き合うためのポイントを3点紹介した。「素朴な疑問を持つこと」については、食品を購入する際

に「なぜこんなに安いのか」「みりん風調味料の風とは何だろう」と疑問に思うことで、食品添加物

を意識した食生活を実現することができる、と紹介した。

項目

図8．パンフレットの具体的内容
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3．アンケートの結果と考察 

 対象者は、男性 27 名、女性 41 名の計 68 名であった。 

（1）パンフレット配布後の食品添加物に対する興味 

 「食品添加物に対する興味の変化」について表 8 に示す。「パン

フレットを読んで、食品添加物に興味を持つことができましたか」

という質問に対して、「はい」と回答した人が約 94％、「いいえ」

と回答した人が約 6％であった。このことから、今回のパンフレッ

トは学生が食品添加物に対して興味を持つために有効であったと

いえる。 

（2）パンフレット配布後の食品添加物に対する意識 

 「食品添加物に対する意識の変化」について表 9 に示す。「パン

フレットを読んで、これからの生活の中で食品添加物を意識したい

と思いましたか」という質問に対して、「はい」と回答した人が約

96％、「いいえ」と回答した人が約 4％であった。このことから、

今回のパンフレットは学生が食品添加物に対する意識を高めるこ

とに有効であったといえる。 

（3）印象に残った内容(複数回答可) 

 「最も印象に残ったページを教えて下さい」と質問した結果、「表紙」と回答した人が 1.5％「まえがき」が

2.9％、「食品添加物とコストとの関係」が 14.7％、「食品添加物の一括表示」が 27.9％、「食品添加物の安全性」

が 16.2％、「食品添加物のメリット」が 11.8％、「食品添加物と向き合うポイント」が 25.0％であった。このこ

とから、実際に使用されている品質表示などの実生活と直結する具体的な内容について、特に印象に残ったこと

がわかった。また、「食品添加物と向き合うポイント」の割合が高いことから、これからの生活の中で具体的に

どのようなことをしていけばよいかについて、多くの人に理解してもらうことができた。 

（4）感想・意見等(自由記述欄) 

アンケートの感想・意見（自由記述）としては、「コンビニで売られているおにぎりに含まれる食品添加物の

量を知り、驚いた」という意見が多かった。また、意識して品質表示をみたり、食品添加物についてより知りた

いという意見も多く寄せられた。価格重視の学生からは、「いつもはどうしても安全性よりも値段を優先してし

まうが、これからは少しずつ改めていきたい」といった意見があり、学生が食品添加物とコストとの関係につい

て理解することができたといえる。 

 一方、食品添加物について知っている内容が多い人もおり、中には「対象年齢が分からない」といった声もあ

った。関心の高い学生にとってはすでに知っている内容が多く、さらに興味を持ちにくい内容となってしまった。

従って、食品添加物への意識を向上するためには、パンフレットの種類を多くし食品添加物に対する関心や意識、

知識のレベルにあったものである必要がある。 

また、「食品添加物が人体に害を及ぼすことは分かるが、実際に何をどれだけ摂取すれば、どのような影響が

でるのかが具体的にイメージできない」との意見もあった。今回のパンフレットではページ内の文章量や全体的

な内容構成のバランスも考え、説明することができなかったが、段階に分けてパンフレットを配布していく場合

には、明らかになっている具体的な情報を紹介することも検討したい。 

 

表8．食品添加物に対する興味の変化　 人(％)

　　持つことが

　　  できた

男性 25 (92.6) 2 (7.4)

女性 39 (95.1) 2 (4.9)

合計 64 (94.1) 4 (5.9)

　　できなかった

　　持つことが

表9．食品添加物に対する意識の変化　 人(％)

男性 24 (88.9) 3 (11.1)

女性 41 (100) 0 (0.0)

合計 65 (95.6) 3 (4.4)

　　思った 　　思わなかった

　　意識したいと 　　意識したいと
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4．食品添加物に対する意識向上におけるパンフレットの有効性 

 パンフレットを配布した結果、食品添加物に対して興味を持つことができた人が約 93％と多く、これからさ

らに食品添加物について知りたいという前向きな意見が多くあった。特に、同じ食品を購入するにしてもコンビ

ニによって食品添加物の含量が違うことへの驚きの声が寄せられた。また、価格重視の学生は、食品添加物とコ

ストとの関係性について理解することができ、少しずつ改善していきたいという意見もあった。食品添加物に対

する意識についても、意識したいと思った人が約 95％と多く、以上のことより、今回配布したパンフレットは食

品添加物に対する本学学生の意識を向上するために有効であったといえる。 

 今後の課題としては、本学学生の食品添加物に対する意識・実態の調査の結果、本学学生の食品添加物に対す

る関心が低かったことから、今回のパンフレットでは興味付けを目的とし、基本的な情報を紹介したため、既に

食品添加物への関心や意識が高く知識がある学生には、食品添加物に対する更なる意識向上への影響を与えられ

なかったことが挙げられる。それぞれの実態に合った支援を検討する必要がある。また、食品添加物が人体に与

える影響について抽象的な表現が多く、食品添加物のデメリットが分かりにくいとの意見もあったため、影響が

明らかになっている具体的な情報について紹介する必要もある。 

 その解決策の一つとして、食品添加物に対する学生の関心や意識、知識に合ったいくつかのパンフレットを作

成し、配布することが挙げられる。今回の食品添加物に対する意識・実態の調査の結果、学生を「積極型消費者」

「楽観型消費者」「分裂型消費者」「無関心型消費者」の 4つに分類した。この結果を用いて、それぞれの学生の

実態に見合ったパンフレットを作成し、配布することで食品添加物に対して関心が低い学生だけでなく、関心が

高い学生においても更に意識を向上することが可能となる。 

 また、食品添加物が人体に与える影響について紹介するにあたり、有害性についての正しい情報を把握してお

く必要があるため、更なる情報収集に努めたい。 

Ⅴ．考察と今後の課題 

将来教師になる人が多い京都教育大学の大学生を対象に、食品添加物に対する意識・実態をアンケート調査に

て明らかにした。その結果、学生の食品添加物に対する関心は極めて低いことが分かったため、意識向上の支援

としてパンフレットの配布を行った。今後、その他の方法として食品添加物への関心を高めるための方法が 2 点

考えられる。 

1 点目は、中学校を中心とした家庭科教育における食品添加物の教育の充実である。本来であれば、主に中学

校家庭科において食品添加物についての教育を受けるが、今回の調査で食品添加物について学校で学んだ時期を

問うたところ、「中学校」と回答した人が最も多く約 40％であったが、「学んだことはあるが覚えていない」人が

次いで多く約 30％であった。また、食品添加物入り食品に対する態度について問うたところ、「気にしないで食

べる」人が平成 8 年度の調査では約 16％であったのに対し、今回の調査では約 62％であった。このことより、

家庭科教育を通した食品添加物についての教育をより一層充実させ、一人ひとりが自らの食生活の中で意識でき

るように支援しなければならないと考える。 

2 点目は、国が子どもにも分かりやすいように品質表示を改良することが挙げられる。上記に述べたように、

食品添加物については中学校家庭科において学習する内容である。しかし、今回の調査で品質表示を見ない理由

として「興味がない」の約 76％に次いで「分かりづらい」が約 16％を占めた。また、食品添加物に関する知識

を問うたところ、「表示名と目的の一致」は約 98％であったが、「物質名と目的の一致」は約 66％と正答率が大
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幅に低くなった。これらのことから、普段から品質表示に記載されている内容が分かりづらいと感じている人は

多いことが明らかとなった。今回の調査対象者は大学生であったが、食品添加物を学ぶ中学生にとっては、なお

分かりづらい内容であると考えられる。実際に品質表示に記載されている食品添加物は名称や簡略名、類別名で

記載されているため 7)、その名称が意味する効果について推測することは一般の消費者には難しいと思われる。

多くの人にとって内容が分かりやすいように品質表示の改良を求めたい。 
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